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一年間の総まとめとして行われた2015年3月の年次報告会の一コマ（活動報告の記事参照）

2014年度

年間活動報告

カリキュラム改訂後、本格的に活動してきたリーディ

ングプログラム2年目にあたる、2014年度1年間を教

員と学生双方から振り返ります。特に施策の状況や

学生企画についてご報告します。



02

ご挨拶

リーディングプログラムでは、グローバルリーダーの養成を目

的としていますが、それには何が必要でしょうか？　リーダー

に必要な能力の中には、講義や講習で修得できるものもあり

ますが、実践することでしか修得できないものもあります。ス

ケジュールやタスク、リスク管理などプロジェクトを円滑に進

めるための技術・方法は教育で習得することが可能であるし、

その方が効率的です。また、プロジェクトに必要な専門知識

や関連する分野に関する広い視野も教育を通して修得するこ

とができます。（一度習得した知識に満足するのではなく、常

に深く・広く発展させることも重要です。）　しかしながら、新

たな価値を創造したり、チームを一つにまとめたり、問題を解

決する、といったリーダーシップを実践する時に直面する課題

には、置かれた状況に適した方法を選択する必要があり、画

一的な解決方法はありません。技術的問題の場合は、状況を

正確に理解する、それぞれの選択肢のトレードオフを明確に

する、など選択に至る過程は一定の方法論が適用可能ですが、

最終的な選択はリーダーの経験に基づく判断に帰結します。

人間関係に起因する課題に関しても、（リーダー養成セミナー

などで）多くの成功例、失敗例を学ぶことで一定の方法論を

形成することは可能ですが、状況や個性に対する依存度がさ

らに深まります。

本プログラムでは、こうしたリーダーシップ・トレーニングにお

ける実践の重要性を認識してもらうため、ChubuSat実践プロ

グラム、学生委員、学生リトリート、合同シンポジウム、セミナー

自主企画など、学生が運営する活動の機会をできるだけ多く

提供し、実践を通したトレーニングを奨励していますので、学

生の皆さんの積極的かつ有効な活用を期待しています。

プログラムコーディネーター

太陽地球環境研究所 教授

田島 宏康

学生委員

太陽地球環境研究所　太陽圏研究部門　D2

松林 恵理

私達2014年度学生委員は、フロンティア宇宙開拓リーダー養

成プログラムの学生代表として8人のメンバー（D1: 7名、D2: 1

名で構成）で一年間、学生の声の収集、教員との連携・協力、

そして学生間の交流促進等の活動を行ってきました。中でも、

学生間交流に関しては、様々な新しい試みを導入しました。

新履修生採用式後の教員・学生交流イベントやリーダー養成

セミナー後のコーヒータイムなどです。本プログラムの特徴の

一つとして、多様な人材の選抜が挙げられます。プログラムに

は、理学、工学、環境学の学生が71名所属しており、その内

14名は留学生です。この様に多様な背景、文化を持つ学生と

の交流は、専門の研究生活だけでは得られない広い視野を養

う貴重な機会になります。しかし、講義やChubuSat実践プロ

グラム以外で集まって学生同士が話す機会はほとんどありませ

んでした。そこで私達学生委員は、交流促進活動の一環とし

てリーダー養成セミナーの後にコーヒータイムを導入しました。

コーヒータイムとはスイスの大学の活動で、研究者が定期的に

コーヒー片手に集まり、個人間、プロジェクト間の関係強化を

図るというものです。この活動をセミナー後に催した結果、多

くの学生が参加し、学生間や講師の方との間で活発な議論が

行われました。こうした活動が今後引き継がれ発展されること

で、研究間のリンク、文化交流、下級生や留学生へのサポー

トの場となることを期待しています。

リーダー養成セミナー後のコーヒータイムの様子

グローバルリーダー養成とは

学生委員の１年間の活動を振り返って
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2014年度年間カレンダー
2014/4/10 2014年度ChubuSat実践プログラムキックオフミーティング ■ ChubuSat実践プログラム推進室

2014/4/14–28 新履修生募集受付（M1春募集） ■ アドミッション室

2014/4/15、17 フロンティア宇宙採用説明会 ■ アドミッション室

2014/4/18 履修生向けガイダンス ■ 学生支援室

2014/5/8 インターンシップ説明会 ■ 産学官連携室  ■ 国際連携室

2014/5/9 ものづくり現場見学　ヤマザキマザック　美濃加茂製作所 ■ 先端技術室

2014/5/17、24、31 名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム講演会・説明会 ■ 事業推進室  ■ アドミッション室

2014/5/21、22 ものづくり講習会「実装技術実習」 ■ 先端技術室

2014/5/26–30 衛星システム講義　英語版 ■ コースワーク運営室

2014/6/10 ChubuSat実践プログラムミッション提案フェーズ中間報告会 ■ ChubuSat実践プログラム推進室

2014/6/16–19 ものづくり講習会「プリント基板加工機実習」 ■ 先端技術室

2014/6/24 新履修生採用式＆学生・教員交流会 ■ アドミッション室  ■ 事業推進室

2014/6/27 リーダー養成セミナー　学生企画Ⅰ ● 学生企画  ■ コースワーク運営室

2014/7/4–2015/1/30 グローバルリーダー研修（グローバルコミュニケーション）　 ■ コースワーク運営室

2014/7/22–8/11 新履修生募集受付（D1秋入学編入） ■ アドミッション室

2014/8/17 第10回能代宇宙イベント一般公開ブース展示 ■ ChubuSat実践プログラム推進室

2014/8/21、22 ものづくり講習会「FPGAトレーニングコース」 ■ 先端技術室

2014/8/30 ポスドク・博士後期課程学生のための合同説明会 ■ 産学官連携室

2014/9/2–4、 4、5、29 ものづくり講習会「ASICトレーニングコース」、ものづくり実践講
座「自動切削」「自動化技術」「プラズマ・イオンプロセス」 ■ 先端技術室

2014/9/30 ChubuSat実践プログラムミッション提案フェーズ最終審査会 ■ ChubuSat実践プログラム推進室

2014/10/6、7、14 ものづくり講習会「電子回路製作実習」 ■ 先端技術室

2014/10/24–2015/2/13 グローバルリーダー研修（プロジェクトマネージメント） ■ コースワーク運営室

2014/10/25–27 2014年度学生リトリート ● 学生企画  ■ 学生支援室

2014/12/3 名古屋大学リーディング大学院プログラム合同シンポジウム ● 学生企画

2014/12/6 リーディング大学院プログラム履修生募集合同説明会 ■ 事業推進室  ■ アドミッション室

2015/1/13、19 フロンティア宇宙採用説明会 ■ アドミッション室

2015/1/13–30 新履修生募集受付（M1冬募集、D1春入学編入） ■ アドミッション室

2015/1/16 リーダー養成セミナー　学生企画Ⅱ ● 学生企画  ■ コースワーク運営室

2015/1/23 宇宙飛行士　山崎直子氏　講演会 ■ コースワーク運営室

2015/2/5 最新宇宙ビジネスセミナー（リクルートセミナー第1回） ■ アドミッション室

2015/2/23–28 新履修生募集受付（M1、D1追加募集） ■ アドミッション室

2015/2/23–25 衛星システム講義　日本語版 ■ コースワーク運営室

2015/2/26–27、3/3–4 衛星システム講習「超小型衛星開発・利用講習」「熱設計・解析
講習」日本語版 ■ コースワーク運営室

2015/3/12–13 フロンティア宇宙年次報告会 ■ 事業推進室

2015/4/9

2014年度ChubuSat実践プログラム開発実践フェーズ最終報告会/
2015年度キックオフミーティング ■ ChubuSat実践プログラム

2015年度履修生向けガイダンス&インターンシップ説明会 ■ 学生支援室  ■ 産学官連携室  
■ 国際連携室

2015/4/14 最先端エネルギー技術セミナー（リクルートセミナー第2回） ■ アドミッション室

2015/4/15 Social Gathering ● 学生企画  ■ 国際連携室
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学生支援室では教育研究カリキュラムの策定、若手施策の運営に加え、若手リ

トリート、国内旅費補助などの本リーディング大学院における学生活動支援を中

心に行っています。さらに、教育カリキュラムに対する履修生の達成度の定期的な評価およびQualifying Examinationを所

掌しており、2014年度においては9月中旬と3月中旬に、全履修生の達成度の確認および奨励金受給資格の判定を行いました。

多くの学生は教育研究カリキュラムで要求している要件以上を達成しており、本リーディング大学院での積極的な活動がうか

がえます。

若手施策の一環として、先端技術室と共同で独創的教育活動経費の公募および審査を行っています。この経費はプロジェク

トリーダーとして必要となる、プロジェクト達成のための経費や研究費の積極的な獲得経験・経費獲得スキルを向上させるこ

とを目的としています。一般枠と装置開発枠に分け、前者を学生支援室、後者を先端技術室において審査・判定を行っており、

2014年度においては7月と12月に実施されました。学生には本制度を積極的に利用し、経費申請および獲得経験をより多く

積んでもらえればと期待しています。

コースワーク運営室では、学生支援室と協力して、確固たる基礎力や高い専門

性、広い視野を養成するための宇宙理工学基礎、宇宙理工学ビデオコースワーク、

宇宙研究開発概論及び宇宙理工学専門講義・講習群、並びに国際コミュニケーション能力やリーダーシップを養うためのリー

ダー養成セミナー及びグローバルリーダー研修といった幅広い活動を展開しました。この中から、グローバルリーダー研修を

以下に報告します。

グローバルリーダー研修は、グローバルコミュニケーション（GC）及びプロジェクトマネジメント（PM&SP）からなっています。

グローバルコミュニケーションは、2014年7月4日から9月26日までの春講習と2014年10月31日から2015年1月30日までの秋講

習を実施しました。プロジェクトマネジメントは2014年10月24日から2015年2月13日まで実施しました。

プロジェクトマネジメントでは元九州大学教授、ESAで衛星ミッションのプログラムマネージャーの経験のあるJozef van der 

Ha先生、宇宙法の第一人者である慶応大学の青木節子教授、幅広くスペースビジネス界で活躍されている大貫美鈴様をお招

きして講義を実施しました。また、巨大な国際プロジェクトである国際宇宙ステーション（ISS）を題材にしてプロジェクトマ

ネジメントの説明、システムエンジニアリングの説明、及びケーススタディとして自ら考案したISSの検討を行いました。

2010年4月にSTS―131で国際宇宙ステーション（ISS）に行かれて活躍された宇宙飛行士の山崎直子氏をグローバルリーダー

研修のISS設計演習の審査員としてお招きしました。山崎氏からは、プロジェクトマネジメントのいい経験であり、技術的に

深く掘り下げるともっと面白くなるとのコメントをいただきました。

また、2015年1月23日にリーダー養成セミナーと共催で、「宇宙飛行士の経験から」の講演を実施していただきました。11年

間にわたる宇宙飛行士の訓練や実際の宇宙空間での生活やミッションの体験等、宇宙飛行士山崎直子氏でなくては聞けない

話をしていただきました。リーダーシップ能力やコミュニケーションの重要性も述べられており、LGSの皆さんの今後の励み

となる、有益なお話をしていただきました。

運営室からの年間報告
リーディングフロンティア宇宙の活動を支える各運営室の教員からの声をお届けします。

学生支援室

コースワーク運営室

グローバルリーダー研修
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アドミッション室では、M1（春、冬募集、留学生プレ採用）、D1（秋、春入学）

と留学生・社会人問わず、多様性に富む履修生の募集、リクルート活動を行っ

ています。2014年度は新たに17名（理学8名、工学9名、うち留学生3名）を選抜しました。全応募者の採択率は68％であり、

留学生というだけで優先的に採用せず、書類と面接選考により、本プログラムの主旨をよく理解した、自身の将来ビジョンと

合致した学生を採用しています。現在、2015年度のM1春募集6名を加えて、履修生は全71名（留学生14名）となっています。

今年度は初めてのプログラム修了生を輩出する見込みです。

また、新しい人材を呼び込むリクルート活動として、2件のセミナーを名古屋大学で開催しました。どちらも企業の現状及び

今後の営業事業戦略、続いて宇宙プログラムへの参加、企業から見た博士課程人材への期待等を話していただき、有意義な

ものでした。第1回目（2015年2月5日）は、三菱重工㈱宇宙営業部長の小笠原氏に「宇宙ビジネスの将来性」と題して、世

界の衛星打ち上げ市場の予測を話していただきました。聴講者は理学より工学の関係者が多く集まり、ロケット・宇宙に関

する質問が講演後も続き、大盛況でした。これは、学生の宇宙に関する関心の高さを示しています。第2回目（2015年4月14

日）は、日立製作所基礎研究センター主任の早川氏で、講演タイトルは「エネルギー向け最先端エレクトロニクス技術」でし

た。前半では企業としての日立製作所の研究に対

する方針・考え方を、後半ではご自身の専門分野

である熱電変換の研究内容を紹介いただきまし

た。特に前半は、企業と大学の研究開発の違い、

企業の必要とする研究者像及び日立製作所の研

究体制変更の紹介もあり、大変興味深いもので

した。今後も、こうしたリクルートセミナーを学

外にも進出して定期的に行っていく予定です。

2014年度には、6名が企業インターンシップ（海外企業1名を含む）を終えまし

た。インターンシップ先、期間、テーマはまちまちですが、宇宙関連企業4名、

関連官公庁1名、マスメディア1名の内訳で、期間も3週間から最長20週間と幅があります。長期インターンシップの一例では、

専門研究の延長とは言えない分野ながら、企業と共著論文を仕上げ、また共同特許出願に漕ぎつけて周囲を驚かせました。

また、マスコミにおけるインターンシップでは、学生の署名入り記事が紙面に掲載され、ともども本気でインターンシップ生

を鍛えていただいたものと、感謝の念に堪えません。

インターンシップに限らず、リーディング大学院の要件達成は、生易しくありません。

各専攻の通常のカリキュラムや学位研究以外に、本プログラムの“特製カリキュラム”を

こなすとともに、英語疎通能力を不断に磨くことが求められ、さらにその中から3か月

以上のインターンシップ期間（海外／国内合計）を切り出すことが要求されています。

計画的、かつ前倒しに履修するために、全体スケジュールを見通し、綿密に組み立て

ることは必須です。「ノルマ」と捉えられがちだったのですが、インターンシップ経験な

どが口コミで伝わるにつれて、むしろ今しか受けられない「特典」とみなす前向きな意

識も感じられるようになりました。

2014年度末現在、上記のほか2名が長期企業インターンシップを継続中です。インター

ンシップの印象・感想も様々ですが、代表的なものを以下に示しておきます。

1）スピード感、分担、相互報告など、仕事の進め方が、大学と異なり、新鮮であった。

2）自らの知見を応用する機会が得られ、やっていく自信が得られた。

3）視野が広がり、自身の研究の位置づけを考える機会となった。

4）得難い経験であり、後進にも勧めたい。

一方、年次報告会における学外委員の関連のご指摘も銘記しておきたいと思います。

―――曰く、「インターンシップは上澄み。これで企業がわかったと思うなよ。」

アドミッション室

産学官連携室

インターンシップ@M社
左が本プログラム生

インターンシップ@J社
右から3人目が本プログラム生

セミナーでの講演の様子（左：三菱重工㈱ 小笠原氏、右：日立製作所 早川氏）
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事業推進室はwebサーバー管理や会議における設営など、プログラムを支える

裏方的な作業を行う部署です。2014年度に行った主な活動は、e-portfolioシ

ステムを利用した新しい成績管理法の導入、履修生IDカードの発行、名古屋大学6リーディング合同講演会・説明会の開催、

年次報告会の開催などです。また名大祭や大学院説明会、国際会議などにおいてフロンティア宇宙プログラムの啓発活動も

行うなど多種多様な広報活動を行っています。広報活動での配布資料として、パンフレットの日本語版、英語版の改訂・整備、

ニュースレター第2号（インターンシップ特集号）と第3号（ChubuSat実践プログラム特集号）の発行を行いました。これらの

活動は他の施策室との連携が何より重要で、常に教員間で連絡を密に取りながら運営を行っています。

2014年度は、8名の履修生が海

外インターンシップを実施しまし

た。インターンシップ渡航先は、アメリカ、ヨーロッパ、アジア、アフリカと

世界中に広がっています。実施期間も1 ヶ月から最長6 ヶ月とさまざまでした。

インターンシップ期間中にホスト研究者との共同研究によって論文執筆を行っ

たり、ホスト機関の所有する装置を使って名古屋大学では測定できないデー

タを取得したりと、どのインターンシップでも有意義な成果が報告されました。

長期滞在を通して知った海外の生活や研究スタイル、考え方についての感想

も多く聞かれました。海外インターンシップが、自身のライフワークバランス

を見つめ直すきっかけになったとの声もありました。

また2014年度から本プログラム内で英語講習が本格的に開始されました。毎週3時間のネイティブ講師による講習には多く

の学生が参加しました。また1名がマレーシア・クアラルンプールでの集中英語研修に参加しました。集中英語研修ではELC

マレーシア校で毎日5時間、英語を勉強しました。授業時間外でも他の外国人学生と多く交流を持ち、英語を使うことに対

する抵抗をなくすためにとても役立ちました。

国際コミュニケーション能力を養うためには、英語能力は必要なスキルではありますが十分ではありません。英語を使ってプ

ログラム内外でどんどんグローバルに“コミュニケーション”をとっていく必要があります。

先端技術室では、先端技術・装置開発に関する俯瞰力の養成を目指した施策を

行っています。とりわけ、先端技

術・装置開発に必須の基礎技術を実習する「ものづくり講習会」と、企業等

に訪問してものづくりの現場を見学する「ものづくり現場見学」では、体験し

ながらの技能・知見の研鑽と（味覚を除く）四感を活用した見聞ができ、非

常に興味深い施策です。これらの施策では、これまで人的資源の制限や企業

側の要請により英語対応が困難でしたが、留学生の参加機会に公平性を期す

べく、本年度はこの課題の克服を目標としてきました。

講習会での英語対応については、安全・衛生ガイドの英語版の周知や必要に

応じた教材や機器マニュアルの翻訳を行いましたが、講習を行う教員や技術

職員の対応に大きく頼っています。これらの尽力により、英語対応を希望す

る留学生の参加が得られています。

現場見学では、工作機械の世界的メーカーであるヤマザキマザック社の美濃

加茂製作所を訪問しました（2014年5月19日開催）。見学者の国籍に制限を課

す企業も多いなか英語対応にも応じて頂き、留学生6名を含む20名が見学に

参加しました。ダイナミックに稼働する巨大な自動加工機が並ぶ広大な無人セクションと熟練技術者達が高精度で組付けを

行う有人セクションの印象的な対比が間近で見られるなど、大変有意義な見学でした。

国際連携室

先端技術室

事業推進室

ECLマレーシア校での授業風景

電子回路製作実習の様子

ヤマザキマザック美濃加茂製作所ロビーにて
集合写真（撮影：何氏）



07

2014年度のChubuSat実践プログラムは、

大幅に体制を強化しました。それぞれの

プロジェクトチームには専任のメンターがついて、学生と教員とが密接に連携してプロ

グラムを進めていくことが可能になったこと、さらにブレインストーミングの技術が導

入され、より洗練された議論の手法を学べるようになったことがあげられます。

2014年度前半で行われたミッション提案フェーズで5つのプロジェクトチームから発信

されたアイディアは理学、工学入り混ざり、極めてバリエーションに富んだものとなり

ました。プラズマバブルの観測やプラネタリーウェーブの観測と言った地球科学を題

材にとったものや、太陽からの中性子観測といった科学観測ミッションも高いレベル

で案が練られていました。他にも国際宇宙ステーション（ISS）から放出された超小型

衛星でISSの画像を取得するというミッションや、軌道上に与圧容器を打ち上げ、宇宙

環境での実験の敷居を下げるというユニークなアイディアも登場しました。

その中で太陽からの中性子の観測提案は、折しも計画されていたChubuSat 2号機の設計コンセプトによく合い、観測意義、

計画実現性共に十分なレベルと判断されたため、アイディアが一部採用され、ChubuSat 2号機に搭載される予定となってい

ます。学生からの提案が実現されるケースの第1号として、是非とも成功を祈っています。

2014年度後半には開発実践フェーズを実施しましたが、自身の所属する研究室の専門分野と異なる実験に戸惑いながらも、

計画立案や実験実施に熱心に取り組む学生が数多く見られたのが印象的でした。学生からも有意義だったとの意見が多く聞

かれ、次へとつながる一年になりました。

開発実践フェーズでの実験風景

マインドストーム製作の様子

「リトリートの校長を務めて」
2014年度リトリート校長　工学研究科　エネルギー理工学専攻　D1　林 祐貴

就職活動で「最もリーダーシップを発揮した経験は？」と聞かれたら、リトリートの校長を務めたことを話すと思います。実

行委員のメンバーは先輩がほとんどでしたが、話しかけやすくとてもやりやすかったです。

準備は本番半年前から行いました。リトリートはただ開催するだけでは役

割が持てず、リーダーシップにつながるような「マネジメント能力」「俯瞰

的視野」等を養う必要があります。この目的達成の検討に一番時間と労力

を充てました。結果、10回以上のミーティング、実験室を借りての深夜作業、

大量のメールのやりとりによって、2014年度リトリートの準備が整いました。

当日は学生間での研究紹介とマインドストームを用いたグループワークを行

いました。感想は参加した方々それぞれだと思います。もちろん反省点は

多く、アンケートでは厳しい意見も頂きました。ただ委員の一人としては、

仲間と協力し企画をこなす達成感と楽しさを経験できたと思います。積極的に動いてくれた実行委員のみなさん、たくさん

のアドバイスを頂いたメンター・先生方、当日参加し盛り上げてくださった学生のみなさん、ありがとうございました！

本ニュースレター 2ページで紹介した学生委員の活動の他に、全履修生が一同に集まり合宿形式の議論やグループワークを行うリト
リート、講師を招いて学生と議論を行うリーダー養成セミナー、留学生との交流を深めるためのSocial Gatheringなど様々な学生主
催企画を行っています。

ChubuSat実践プログラム推進室

学生主催企画

2014
10/25-27

2014年度学生リトリート
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リーダー養成セミナー学生企画Ⅰ

Social Gathering

We organized a social gathering event on April 15th from 15:30 to 16:30 in the 3F meeting room of STEL. The reason 
why I held this event was to reduce the confusion caused by cultural differences. Some international students in 

「中部地区の航空産業が抱える問題」
工学研究科　航空宇宙工学専攻　D2　田口 正人

講師：大嵜 みどり氏（愛知県産業労働部産業振興課次世代産業室）
島 裕氏（㈱日本政策投資銀行事業化支援センター長）

私がセミナーを企画する上でもっとも気を配ったのは、ただ椅子の上に座っ
て何かの知識を得るだけの退屈なものではなく、参加者が実際に動き、考
え、体験できるセミナーにすることでした。そこで中部地区の航空産業と
いうトピックに対し“なにか新しいアイデアを生み出す”というコンセプトの下、
参加者がセミナーを通して多角的な視野と創造力を獲得できるような参加
型のセミナー形式を採りました。最も難しかったのは、上述のような参加
型セミナーを具体的にどのように実現するのかという点でした。最終的に
は外部から2人の講師を招き、中部地区の航空産業に関するレクチャーとア
イデア創出のためのブレインストーミングの指導をしていただきました。異
なる研究分野から集まった参加者が議論しながら1つのトピックについて講
師の指導の下でアイデアをまとめていくという体験は参加者にとって非常に良い経験となったのではないかと思います。

セミナーの様子

Organizer: Chae-Woo Jun, D3
Affiliation: Laboratory of SSe, Solar-Terrestrial Environment Laboratory (STEL)

リーダー養成セミナー学生企画Ⅱ

「あいち地域づくり～リニアインパクトを見据えた
地域づくりのために～」

理学研究科　素粒子宇宙物理学専攻　D2　本廣 優一

今から12年後の2027年、リニア中央新幹線が品川‐名古屋駅間で開業し、
この区間を約40分で結ぶ予定です。開業に伴い愛知県は経済的に大きな
打撃を受けると予想され、その一対策として地域の魅力を効果的にPRする
事が重要となります。そこで私たちは愛知県・地域振興課の職員の方々を
お招きし、地域の魅力をPRする方法や手段について4~5人の班に分かれて
討論会形式のセミナーを開催しました。90分のセミナーを予定していたの
で、議論の発散や停止といった不測の事態への対応を検討しました。例え
ば、議論は予め作成したワークシートに付箋を用いてアイデアを記入する
方式を採用し、議論や発表を効率的に行う工夫をしました。また議論が止まった際のお助けカードも準備しました。討論会
は学生から「リニアと観光地のセット券を発売する」といったアイデアも活発に飛び出し盛り上がりました。各班の発表に関
しても県職員の方々から良い評価を頂きました。セミナーの成功で私たちの苦労も達成感へと変化しました。

「Share the Idea and Discuss the Cultural Difference 
between Japan and Other Countries」

2014/6/27

2015/1/16

2015/4/15



09

particular, have difficulties adapting to the uniqueness of the culture 
in Japan. Japanese students frequently face similar issues as well: "How 
should I act in this situation?" or "I cannot understand this...". This made 
me think that if I had already known about these cultural differences, 
either before attending an international conference or meeting some 
international visitors, maybe I could have more easily understood their 
reactions. Likewise, I could have possibly explained my own culture to 
others more easily and in detail. 
Unfortunately, in the LGS program, the opportunity of talking and 
communicating among program members is limited, usually only 
possible during Global English Training, the LGS retreat or some special events. So, I tried to take advantage of this 
opportunity to create a better friendship circle within the LGS student members. The purpose would be to facilitate 
communication between students from different regions and also give good advice to the international students living 
in Japan. 
During this event, we first separated into two groups, each including two international students. We started by 
introducing ourselves briefly, giving our respective names, countries of origin, hometowns and research fields. Then, we 
drew a world map on the white board and pointed where we came from. After the self-introduction, we discussed the 
cultural differences between each country using a previously prepared question list, for example: "Why do you bow to 
other people?" or "Do you like to give hugs, shaking hands or bantering?" We discussed several topics, trying to explain 
the meaning of each different action in order to answer as many questions as we could.
After this event, I heard that the students that attended were grateful for organizing it, since this was a valuable 
opportunity to understand the cultural differences between other countries and Japan. I hope that other LGS students 
will continue to organize this type of event, in order to encourage them to develop friendships between students from 
different groups and programs, and to take enough time for multi-cultural conversation.

活動報告

2015年3月12、13日に国際アドバイザリーボード
メンバーをお招きして本プログラムの年次報告会

を開催しました。
12日は野依記念講演室で全体報告及びインターンシップ報
告、学生報告を行い、13日には会場をES館に移して、インター
ンシップ報告、独創的研究活動報告を行い、最後に国際ア
ドバイザリーボードから講評を頂きました。
年次報告会に引き続き、Bill Purcell氏による「Developing 
a Mission Concept When Requirements are Not Well 

D e f i n e d」
のタイトル
での特別講
演を開催し、
さらに履修生によるグループワークを行い、プログラムを改
善するための具体的かつ建設的な提案をしました。
プログラム参加学生や担当教員が参加し、報告会の発表及
び討論会も全て英語で行われました。この1年間で学生の英
語力も大いに上昇したことを実感できる報告会となりました。

2015
3/12-13

2014年度　年次報告会

On March 12 and 13, 2015, I had the honor and privilege 
of serving on the International Advisory Board (IAB) 
for the Leadership Development Program for Space 
Exploration and Research.  I was impressed by many 
elements of the Program, from the overall objective and 
structure of the Program to the passion and commitment 
of the students and faculty to the exceptional experience 
of the other members of the IAB.  

Space is a growing global endeavor, and to increase 
Japan’s competitiveness in this global marketplace will 
require strong visionary leaders with cross-discipline 
skills including science, technology, creativity, innovation 
and entrepreneurship.  This Program is designed to 
offer students opportunities for developing, growing, 
demonstrating and practicing those key skills.  While this 
is a very ambitious goal, it is one which this Program is 

Dr. Bill Purcell
 Senior Advanced Systems Manager,  Ball Aerospace & Technologies Corp.

Chairman of the Board of Directors, Space Science Institute (Boulder, Colorado, USA)

Perspectives on the 2015 International Advisory Board Review of the 
Leadership Development Program for Space Exploration and Research
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昨年秋以降、新たに採用された履修生16名を
迎えるための採用式を理学南館会議室で行いま

した。國枝プログラム責任者の挨拶にはじまり、田
島プログラムコーディネーターが目指すべきリーダー像と本
プログラムに取組む姿勢について激励の言葉を贈り、採用
証が一人一人に直接手渡されました。新履修生は英語で将
来への期待をはっきりと述べていたのがとても印象的でし
た。個性的な頼もしいメンバーの参加によってプログラムが
より一層盛り上がることを期待します。
採用式後、理学南館セミナー室にて2015年度学生委員の企
画による、現履修生・LGSスタッフと新履修生との交流会を
行いました。2時間という短い時間ではありましたが、新履
修生による自己紹介や現履修生・LGSスタッフも加わったグ
ループワークを通じて交流を深めました。自己紹介では「名
古屋大学には他にもLGSプログラムが存在するが、なぜ本
プログラムを選んだのか？」といった興味深い質問も飛び出
しました。グループワークではチームに分かれての対抗戦を
行いました。A4用紙から所定の形状を切り抜き、架空の銀
行での換金を通じて制限時間経過後に最も資金の多いチー
ムが優勝するというゲームです。チームごとに紙の枚数、道

具（はさみ、定規など）の数が異なる不平等な状態からス
タートするため、他チームとの交渉を想定した戦略作成な
ど資金獲得のための様々な工夫が要求されます。学生だけ
ではなくLGSスタッフも熱中していた姿が印象的です。
本交流会を実施するにあたり、学生委員は週一回の定例ミー
ティングを重ねてきました。限られた予算と時間の中で参
加者全員が有意義な
時間を過ごすことので
きる内容と環境づくり
に苦心しましたが、本
交流会を通じて学生・
教員が積極的に交流
を深めることができた
ものと確信しています。

http://www.frontier.phys.nagoya-u.ac.jp
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編集後記

2014年度の年間報告をまとめてみると、内容が豊
富で充実したものとなり、通常の8ページを超

えて10ページになりました。次回は12月頃に学生だけで
ニュースレターの記事を企画することを計画しています。

（KY）

グループワークの様子

工学研究科　航空宇宙工学専攻　D1　市原 大輔

2015/7/1
採用式＆学生・教員交流会

*

*

* * * * * * *

*

*

**

採用式の集合写真（　が新履修生）

uniquely setup to achieve.
The quality and commitment of both the students and 
faculty was quickly apparent in the presentations and 
interactions during the IAB Review.  I was especially 
impressed with the strong student concepts developed 
for the ChubuSat competition, the excellent international 
internship experiences of several students, and the 
student-led retreat to develop communication and 
leadership skills.  
The importance of the Program to the future of Japan’s 
space program is demonstrated by the high level of 
support on the IAB from both Japanese government 
and industry, as well as the international industry and 

university representatives.  
This unique Program offers students with the opportunity 
to develop the scientif ic, technical and leadership 
skills necessary for helping to create our future in the 
research, exploration and commercialization of space.  
This is the only program I am aware of that provides this 
breadth of opportunities for its students.  I commend 
the current and future students for their recognition of 
the importance of leadership and commitment to the 
Program, and encourage them to continue challenging 
themselves and others to become future leaders in space 
exploration and research.

*


